
野鳥の渡りカレンダー＜ 九州地方 ＞ 
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ヤマシギ 薄暮性（はくぼ
せい）といって朝夕の薄暗
い時間帯に活発に活動しま
す。 

タゲリはチド
リの仲間で
す。猫のよう
なミューとい
う声で気が付
くことが多い
です。派手な
色彩ですが田
んぼの中にい
ると意外と目
立たず解り難
いです。 

ヤツガシラ 九州では３月末頃が渡り
のピークになります。たいへん美しいの
でバードウォッチャーが一度は見たい
と夢見る種類です！ 

フクロウやワシタカ類など
の猛禽は冬から春にかけて
寒い時期から繁殖を始める。 

サンコウチ
ョウを見る
秘訣は超早
起き。意外
と身の周り
にいること
に気付くこ
とができま
す。 

カッコウの仲間のジュウイチはコルリや
オオルリなどに托卵します。雛の翼の内側
には赤い口の模様があり、子どもの数を多
く見せ、仮親に餌をたくさん運ばせます。 

愛嬌者のセッカもじっくり観察
すると様々な表情を見せてくれ
ます。地上をネズミのように素
早く走ることもできます。 

ヤマセミは
川の美しさ
のバロメー
ターです。 
少しでも水
質が悪化す
ると姿を消
してしまい
ます。 

ヘラシギは現在
非常に数が減っ
ていて世界中で
200～300羽
程度と言われて
います。もっと
少ないかもしれ
ません。 

左からエゾビタキ、サメビタ
キ、コサメビタキ。ヒタキ３
兄弟と言われています。 

クロツラヘラサギは
九州では比較的普通
に見られますが、世界
的には数が少ないた
いへん貴重な種類で
す。 

しばらく国内
の記録が無か
ったナベコウ
ですがここ数
年は連続して
長崎県諫早干
拓に数羽が飛
来し越冬する
ようになりま
した。 


